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The imperfectness around the step lines in KCl single crystal rapidly grown 
from the melt was observed by X-ray Laue method. We have reported 
previously that the imperfectness is c1assified into five kinds according to the 
broadening of the (031) spot. 
In this paper the broadening of various spots are measured， for example， 
(031)， (221)， (301) spots and following results are obtained. (1) The five 
kinds of the imperfectness are increased into six ones and remarkable irre-
gularities of two diffraction planes (031) and (221) are obtained. (2) Some 
the other characters of spots are remar ked， for example， broadening along 
the cirular direction and diffraction angle. 




なる D ふつう結品成長の研究においては微視的な欠陥 末に不純物としてPbChを混入し，溶融後急冷した単
の消特性について E要な関心がもたれ，上述の巨視的 結晶中から適当な一片を試料として用いたoそしてそ
な現象については定量的には論じられていなし、。われ の顕微鏡写真Fig.1中にみられるsubgrainを図のよ
















Fig. 1 The specimen. 
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前報で、述べた 7枚の Lau~ 写真の く031)， (131)， 











であるoまず Fig.2により Subgrain部分の Sb，Sd 
sub-spotの様子を調べるo
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Fig. 2 Variation of the radial broadening in 
various diffraction planes on subgrains 
(i) それぞれの subgrainについての各曲線を大略
的にみると P4の値が特に大きし P1，P2， Paの値は
小さし、。



















以上， Sb， Sd sub-spotの特徴を述べてきたが，次
にこれら両 sub-spotの特徴を比較してみるo
(ix) Sb， Sdとも 1つの回折面での sub-spotは
subgrainによって広がりが異っている。
(x) P8， P，の曲線は 81，8aともほぼ同形である
が， P2の曲線は両者で形が全く異るから，P2だけが
何らかの特別な結晶状態になっていると考えられるo








3. 2 8tep線部の 8b，8a sub-spot 
次に step線部分をX線ビームがとらえた時生ずる
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Fig. 3 Variation of the radial broadening in 
various diffraction planes in neighbor 
of the step lines 























以上にあげた step線部の 8b，8a sub-spotについ
て比較してみるo































Table. 1 Classification of local structure 
(a) 8ubgrain regions 
8ubgrain P1 P2 
A 
B 
(b) 8tep line regions 







(c) Classification of local struture 
一一一一一~一一
A1 Fo F28 
A2 F4 
B Bo B2 
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Fig. 4 (a). (b)はsubgrain上で、得られた写真の8b.
Sd sub-spotの円周方向の広がりを示したものであ












P，が一番大きい eを示したが， Fig. 4 (防によれば，
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Fig. 4 Variation of the circular broadening in 
various diffraction planes on subgrains 
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Fig. 5 Variation of circular broadening in 
various diffraction planes in neigh-
bor of the step lines 
5・3Subgrain部の結品状態
Sbl Sd sub-spotをくらべてみると.P1 subgrainは







少ない (A1)。また.P 21 P 81 P 4 subgrainはSbとSd
との曲線形が同じであるから，類似した構造の集合
(B1) であると思われ， みだれもやや大きい (A2)。
5・4 Step線部のSbsub-spot 
次にFigo 5 (a)によって1 step線部分のSbsub-spot 
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Fig. 6 Variation of !c/&r by diffraction planes 
where !c and !r are the broadenings of 
circular and radial direction respective-
ly and (a) and (b) are of subgrains and 
(c) and (d) in neighbor of the step lines 
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Table. 2 Variation of diffraction angle • 
plane E f/f(P，) .dr ムr/r
18.9 19.5 0.97 1.00 1.4 1.0 .075 .052 
(031) 19.5 23.8 1.00 1.23 1.0 0.8 .103 .032 
18.6 19.4 0.86 1.00 0.5 0.8 .027 .042 
17.4 17.5 1.00 1.00 1.0 1.0 .052 .057 
(131) 18.3 22.1 1.04 1.26 1.1 0.6 .060 .027 
17.6 17.7 1.00 1.01 0.5 0.7 .028 .040 
14.1 14.4 0.98 1.00 0.8 0.8 .056 .056 
(231) 16.1 18.3 1.11 1.27 0.8 0.6 .050 .033 
15.1 14.3 1.05 0.99 0.5 0.6 .033 .042 
19.2 19.3 1.00 1.00 1.2 1.1 .063 .057 
(221) 20.4 24.4 1.06 1.26 1.7 1.2 .063 .049 
20.3 19.2 1.05 0.99 0.5 1.2 .025 .063 
14.0 13.7 1.10 1.00 0.6 0.8 .043 .059 
(321) 15.7 17.9 1.24 1.41 0.6 0.3 .038 .017 
15.2 14.0 1.20 1.10 0.5 0.3 .033 .021 
16.5 15.0 1.10 1.00 0.3 0.6 .018 .040 
(311) 18.0 21.1 1.20 1.40 0.5 0.5 .028 .024 
17.7 15.1 1.18 1.01 0.3 0.5 .017 .033 
17.3 17.3 1.00 1.00 0.3 0.3 .017 .017 
(301) 18.7 21.8 1.08 1.26 0.7 0.4 .037 .018 
18.3 15.9 1.06 0.92 0.4 0.5 .022 .031 
















Sub-spot， S"， Saの曲線の形〈回折面による e変
化〉が異なるので異種構造 (Bz)であることは半径方
向からの結論と同じである。




















(iii) (321). (311) 面では各場所においてrはや
や大きし、。





tr. 円周方向の広がりを tcとし， 各写真における




(i) Fig. 6 (a)によれば， subgrain上のおは， P1は
両方向の広がりはほとんど等しく，両方向のみだれも
同程度であると思われる P2• P8は (221). (301)面
で円周方向の広がりが大きく. P4では (221)面で半
径方向の広がりが大きい。
(ii) Fig. 6 (b)によれば subgrain上の 8dは一
般に半径方向の広がりが円周方向のそれに比ベ大きい
が， く301) 面においてはP2• P8は円周方向のみだれ
が大きし、。
(ii) step線上のおは Fig.6 (c)によれば，全体
的に半径方向の広がりに比べ円周方向の広がりが大き
し特に (231)， (321)面で、大きい。







れる (031)， (131). (231)， (221)， (321). (311)， 
(301)の各spotの半径方向の広がりについて観察し
た結果，次のことがわかった。
(i) 各 subgrainを構成する crystalliteの種類は
前報と同様に区分されるが，前報の5種類を6種類す
なわち， Fo. F1， F 28• F 4• FI5に改めることが結論さ
れた。また step線付近の結晶構造が複雑であるこ
とを再確認した。




(ii) その他上記 7spotの円周方向の広がり， spot 
と透過ピーム点との距離，各spotの半径，円周方向の
広がりの比などを検討し， (i)， (ii) のほか注目され
るこ，三の現象を述べた。
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